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及ぼさなし、 この特性はメスとして使用される． レーザー出力を 20mW～30mWに落とすと組織
を融解，密着さすことができる．小口径の血管断端に照射すると血管吻合が可能で，過剰肉芽によ
って生じる助合部狭窄も最小限に抑えることができ良好な血行再建が期待できる.Nd-YAG 
















現在末梢血管外科で臨床応用が試みられているのは Argonレー ザー， Nd-YAGレー ザー が多い．
照射方法は直射タイプと先端に metaltipを取り付ける方法がある.metal tipの方法では， ファイパー
先端に取り付けた tipをレーザ一光で加熱し，血管壁の狭窄病変等を焼灼しようとするものである．
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EXCIMER レーザーは，紫外線領践で発振する高出力パルスレーザー（KrF248 nm, XeCI 308 
nm）で水による吸収度が高レため組織深達度は少なく，したがって熱損傷も少なく，鋭利な蒸散能
を有している．冠血管形成術に適したレーザーとして開発がすすめられている2).
ACC (American College of Cardiology) 1991年3月， Atlantaでエキシマレーザー（PTLCA）の臨床
成績が報告された．












50～59 mj/mm2で最も効果があり， 30～39mj/mm2は 40～49mj/mm2に比し有意に再狭窄の発生













親和性の高い光増減物質を用いる光化学反応による治療 photodynamictherapyが PTLC Aに応用で
きれは，冠血管への悪影響はより少なく，より確実な効果が期待できるだろう．
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